
１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

4

5

6

9

10

教科書 高等学校　新地理総合（帝国書院） 副教材等 新詳高等地図（帝国書院）

令和５年度　　　　　地理歴史科　　「　地理総合　」シラバス

単位数 ２単位 学科・学年・学級 普通科　１学年　Ａ～Ｈ組

２節　世界の気候と
人々の生活

３節　世界の言語・宗
教と人々の生活

４節　歴史的背景と
人々の生活

５節　世界の産業と
人々の生活

1　気温・降水と人々の生活
2　大気大循環と人々の生活

1　世界の言語と人々の生活文化
2　世界の宗教と人々の生活文化

1　歴史的背景が人々の生活に与
える影響

1　人々の生活を支える農業の発
展
2　人々の生活を支える工業の発
展
3　グローバル化する現代の産業
と人々の生活

・気温や降水は人々の生活にどのような影響を与えているのだろう
か。
・風は、人々の生・活にどのような影響を与えているのだろうか。
・言語は、人々の生活にどのような影響を与えているのだろうか。
・宗教は、人々の生活にどのような影響を与えているのだろうか。

・さまざまな歴史的背景は、人々の生活にどのような影響を与えて
きたのだろうか。

・農業の発展は、人々の生活にどのような影響を与えているのだろ
うか。
・工業の発展は、人々の生活にどのような影響を与えているのだろ
うか。
・産業のグローバル化は、人々の生活にどのような影響を与えてい
るのだろうか。

プリント
課題等
授業への参加状況

　社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会
に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）地理に関わる諸事象に関して、世界の生活文化の多様性や、防災、地域や地球的課題への取組などを理解するとともに、地図や地理
　　　情報システムなどを用いて、調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにす
　　　る。
（２）地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、位置や分布、場所、人間と自然環境との相互依存関係、空間的相互依存作
　　　用、地域などに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、地理的な課題の解決に向けて構想したりする力や、考
      察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。
（３）地理に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究、解決しようとする態度を養うとと
      もに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の国土に対する愛情、世界の諸地域の多
      様な生活文化を尊重しようとすることの大切さについての自覚などを深める。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

第
１
学
期

第１章　地図と地理情
報システム
１節
地球上の位置と時差
２節
地図の役割と種類
第２章　結び付きを深
める現代世界
１節
現代世界の国家と領域
２節
グローバル化する世界
第１章　生活文化の多
様性と国際理解
１節　世界の地形と
人々の生活

1　地球上の位置と私たちの生活
2　時差と私たちの生活
1　地球儀と地図
2　身の回りの地図

1　国家間の結び付き
2　貿易によって結び付く世界

1　大地形と人々の生活
2　変動帯と人々の生活

・緯度の違いは、私たちの生活にどのような影響を与えているか。
・時刻の違いは、私たちの生活にどのような影響を与えているの
か。
・なぜ地図にはさまざまな図法があるのだろうか。
・主題図と一般図には、どのような表現方法や用途があるのだろう
か。
・世界の国々の結び付きは、時代とともにどのように変化してきた
のだろうか。
・世界の国々で行われている貿易には、どのような特徴や課題があ
るのだろうか｡

・大地形は、人々の生活とどのように関わっているのだろうか。
・変動帯の地形は、人々の生活にどのような影響を与えているのだ
ろうか。

プリント
課題等
授業への参加状況

中間考査 中間考査

期末考査 期末考査

第
2
学
期

第２章　地球的課題と
国際協力
１節　複雑に絡み合う
地球的課題
２節　地球環境問題

３節　資源・エネル
ギー問題

４節　人口問題

1　相互に関連する地球的課題と
その解決に向けて
1　多様な地球環境問題
2　熱帯林の破壊への対策
3　地球温暖化への対策

1　世界のエネルギー・鉱産資源
2　エネルギー利用の現状と課題
3　地域で異なるエネルギー問題
への取り組み

1　世界の人口
2　発展途上国と先進国の人口問
題
3　地域で異なる人口問題への取
り組み

・地球的課題の解決に向けて、どのような取り組みが行われている
のだろうか。
・地球環境問題にはどのような種類があり、どのような原因で発生
するのだろうか。
・熱帯林の破壊は、どこで、どのような理由で進行しているのだろ
うか。
・地球温暖化はなぜ起こり、環境にどのような影響を及ぼすのだろ
うか。
・エネルギー資源や鉱産資源は、どのように利用されているのだろ
うか。
・エネルギーの利用の課題と、解決に向けた取組について。
・各地のエネルギー問題への取り組みには、どのような特徴がある
のだろうか。

・世界の人口分布や人口増加には、どのような傾向がみられるのだ
ろか。
・発展途上国と先進国の人口問題には、どのような違いがあるのだ
ろか。
・人口問題への取り組みは、インドとフランスでどのように異なる
のだろうか。

プリント
課題等
授業への参加状況

中間考査 中間考査



月

11

12

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

第
2
学
期

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

５節　食料問題

６節　都市・居住問題

第１章　自然環境と防
災
１節　日本の自然環境

1　飢餓と飽食

2　地域で異なる食料問題への取
り組み

1　世界の都市の発展
2　発展途上国と先進国の都市・
居住問題
3　地域で異なる都市・居住問題
への取り組み

1　日本の地形
2　日本の気候

学年末考査 学年末考査

・飢餓や飽食は、どのような問題なのだろうか。また、なぜ発生す
るのだろうか。
・食料問題への取り組みは、地域によってどのような違いがあるの
だろうか。

・世界の都市の発達や大都市の分布には、どのような傾向があるだ
ろう。
・発展途上国と先進国の都市・居住問題には、どのような違いがあ
るのだろうか。
・都市・居住問題への取り組みは、メキシコシティとポートランド
でどのように異なるのだろうか。

・日本の地形にはどのような特徴があり、どのようにして形成され
たのだろうか。
・日本の気候にはどのような特徴があり、地域差はどのようにして
生じているのだろうか。

プリント
課題等
授業への参加状況

期末考査 期末考査

第
3
学
期

２節　地震・津波と防
災

３節　火山災害と防災

４節　気象災害と防災

５節　自然災害への備
え
第２章　生活圏の調査
と地域の展望
１節　生活圏の調査と
地域の展望

1　地震・津波による災害

2　地震・津波の被災地の取り組
み

1　火山の恵みと災害
2　火山と共生する地域の取り組
み

1　さまざまな気象災害
2　気象災害への取り組み

1　減災の取り組み
2　被災地への支援

1　地理的な課題と地域調査
2　現地調査の準備

・地震・津波による被害は、地域によってどのような違いが生じる
のだろうか。
・地震・津波に対して、どのような防災・減災の取り組みが行われ
ているのだろうか。

・火山は、人々の生活にどのような恵みや災害をもたらすのだろう
か。
・火山と共生していくためには、どのような取り組みが必要か。

・気象災害は、場所によってどのような違いがあるのだろうか。
・気象災害に対して、どのような取り組みや課題がみられるのだろ
うか。
・自然災害の被害を減らすためには、どのような取り組みが必要な
のだろうか。
・自然災害の被災地には、どのような支援が必要なのだろうか。

・生活圏の地理的な課題を探究する為に、効果的な調査。
・現地調査前には、どのような事前調査や調査計画の作成を行うべ
きか。

プリント
課題等
授業への参加状況

　各学期の評価は、中間及び期末考査の成績、レポート、小テスト、授業ノートなどの提出物の内容、平素の学習活動への参加
意欲など。（とくに、自分の考えを書いたり、まとめたりすることを要求することがあります）また評価の学年平均は60±5点を
標準としています｡なお、3学期の評価は、年間の学習成績を示しており、各学期の評価を総合的に判定し算出されます｡また、欠
点（=赤点）の評価は30点未満です｡

　地理は生きるために必要な学問といわれています。時には隣接科目である他教科の内容に踏み込むこともありますので、いろ
いろなことに関心を持ってほしいと思います。理科の知識、数学の知識、時には英語の知識も必要になることがあります。今ま
で学習したすべての教科の内容を生かすことのできる科目です。従来の地理＝暗記ではなく、考える科目としてとらえてほしい
と思います。

知識・技能
　地理に関わる諸事象に関して、世界の生活文化の多様性や、防災、地域や地球的課題への取組など
を理解するとともに、地図や地理情報システムなどを用いて、調査や諸資料から地理に関する様々な
情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けている。

思考・判断・表現

　地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、位置や分布、場所、人間と自然環境との相
互依存関係、空間的相互依存作用、地域などに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察
したり、地理的な課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明した
り、それらを基に議論したりする力を身に付けている。

主体的に学習に
取り組む態度

　地理に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究、
解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国
民としての自覚、我が国の国土に対する愛情、世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとするこ
との大切さについての自覚などを深めている。


